
 

 

 

 

 

 

 

市内の路線バスが 1日無料となる「バス運賃無料 DAY」

を昨年に続き 11月 22日㈰に開催します。 

初開催の昨年度は、調査対象のバス路線で普段の約 2.4

倍（1,452人→3,435人）の利用者数を記録した同イベン

ト。いつもと違った「ちょい乗り」や、遠方へのおでかけ

にもバスを活用するなど、市民の新たなバス利用の発見

につながる取組となりました。 

今年は紅葉の季節に実施し、さらに多くの方にバスの

便利さを体感いただくことで、日常的なバスの利用機会

の創出を図るものです。 

 

■実施概要 

１ 日  時   11月 22日㈰始発～最終便 

２ 対象路線   市内の路線バス 

         ※市内で乗車もしくは降車する場合。エヌシーバス（東山駅～近畿大学奈良病院）

は対象外です。また、学研奈良登美ヶ丘駅は市外として扱います。 

 

■市内のバス路線について 

現在、市内を走る路線バスは、物価高騰等の影響により運行経費の増加が続いており、収支が悪化

しています。令和 6年 3月に同社と市との間で、より一層連携を強化・協力して市内路線の収支均衡

を図ることを目的に協定を締結。令和 4年 3月に奈良交通㈱から廃止・見直しの提案があった市内バ

ス路線は、運行継続が決まりました。この協定に基づき、今年度から本市は国と合わせて財政支援を

行いますが、赤字の解消には至らない見込です。今後も地域全体で公共交通を維持していくために、

市民・地元企業・交通事業者・行政が、より一層協力して「乗って支える公共交通」の取組を進めま

す。 

 

■本市の利用促進の取組について（過去 3年間） 

◇利用啓発イベント 

・市職員が地域の集まりに出向いて路線バスのおでかけ提案と効果測定を 2 回 1 セットで行う、「乗

って支えるバス集中利用キャンペーン」の実施（令和 8年度～） 

・市内路線バスが 1日無料となる「バス運賃無料 DAY」の実施（令和 8年 2月 1日） 

・市内路線バスが 1日 100円となる「バス運賃 100円 DAY」の実施（令和 5年 8月 3日～5日、11月

3日～5日、令和 6年 8月 3日、10月 12日、11月 10日） 
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・市内バス周遊型イベント「いこま周遊スタンプラリー」（令和 5年 8月 1日～17日）、「バスで周遊！

いこまスタンプラリー」（令和 6年 8月 1日～15日）、「いこまバス×ロゲイニング」（令和 7年 2月

23日）、「バスで発見！みんなのフォト大冒険」（令和 8年 2月 1日）の開催 

・いこまどんどこまつりに合わせて、バスに親しむブース等を出展する「いこま路線バスまつり 2023」

（令和 5年 8月 5日）、「公共交通まつり 2024」（令和 6年 8月 3日）の開催 

 

◇モビリティ・マネジメント教育 

・市内で一番の赤字路線である「富雄庄田線」の利用促進のため、沿線の生駒北小学校においてバス

の乗り方等を学ぶ出前授業を実施。（令和 6年度～） 

・こどもたちの公共交通への興味・関心を高めるきっかけづくりとして、市内小中学校を対象に「バ

スに乗ろうポスターコンクール」を開催。最優秀作品は市内路線バスの背面にラッピングして市民

へのバス利用啓発に活用。（令和 5年度） 

 

◇市内の公共交通マップの作成・配布 

・市内の公共交通機関をひとまとめに確認できる「いこま公共交通マップ」を作成・配布（令和 7年

度～） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この件に関する報道関係からのお問い合せ 

生駒市総務部防犯交通対策課（課長 大塚） 0743-74-1111(内線 3400) 


